
 

 

 

恒
例
に
よ
り
兜
森
副
委
員
長
の
司

会
、
議
事
進
行
で
始
ま
り
執
行
部
を
代

表
し
て
北
山
委
員
長
が
「
バ
ス
関
東
、

西
バ
ス
で
も
組
織
拡
大
が
行
わ
れ
た
。 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

○
連
続
運
転
が
高
速
か
ら
一
般
道
に
降

ろ
さ
れ
た
時
超
え
て
し
ま
う
。
上
は
何

と
か
し
ろ
と
い
う
が
解
決
策
が
示
さ
れ

な
い
。
現
場
管
理
者
も
ま
い
っ
て
い
る
。 

○
指
導
の
時
点
で
他
労
組
は
国
労
と
飲

ん
だ
り
し
て
は
ダ
メ
と
言
っ
て
い
る
。 

○
現
場
で
各
組
合
納
得
済
み
の
ダ
イ
ヤ

を
作
成
し
た
が
本
社
で
駄
目
と
な
り
が

っ
か
り
し
た
。
今
後
も
要
求
を
上
げ
る
。 

○
新
宿
便
の
勤
務
変
更
の
問
題
等
詰
め

て
も
ら
い
た
い
。
職
場
は
不
平
不
満
だ

ら
け
。
労
基
署
行
動
は
継
続
が
大
切
。 

第
６５
回
支
部
定
期
大
会 

 

１
月
16
日
（
金
）
仙
台
市
宮
城
野
区
小
田
原
の
仙
台
地
本
会
議
室
に
お
い
て
、

第
65
回
東
北
自
動
車
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

職
場
の
問
題
点
や
こ
れ
ま
で
の
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
具
体
的
に

問
題
を
掘
り
起
し
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
真
剣
に
議
論
し
改
め
て
頑
張

る
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

国
労
東
北
自
動
車
支
部 
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一
歩
で
も
前
に
出
る
を
議
論
し
な
が
ら

東
北
も
頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
来

賓
の
原
子
地
本
書
記
長
よ
り
「
昨
年
の
賃

金
交
渉
に
お
い
て
や
れ
た
こ
と
は
前
進

だ
が
中
身
は
不
十
分
で
丁
寧
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。
組
織
拡
大
を
意
識
し
て

も
う
一
人
の
仲
間
を
つ
く
る
大
会
に
し

て
も
ら
い
た
い
。
地
本
も
皆
さ
ん
の
先
頭

に
立
っ
て
運
動
を
つ
く
っ
て
い
く
」
と
激

励
の
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
経

過
報
告
、
運
動
方
針
、
決
算
・
予
算
を
全

体
で
承
認
し
、
新
役
員
選
出
後
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
尚
、

体
調
不
良
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
安
保(

前)

書
記
長
、
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。 

 

第
27
回
東
日
本
自
協
定
期
大
会 

２
月
17
日(

火)

～
18
日(

水)
 

長
野
県 

 

小
諸
市 

 

職
場
の
民
主
化
、
組
織
の
強
化
・拡
大
を
確
認 

2 0 1 4 年 度 支 部 役 員 

執行委員長 北山 修司(仙台) 

執行副委員長 新田 順一(盛岡) 

書 記 長 兜森 秀昭(秋田) 

執 行 委 員 早坂 修悦(古川) 

― 〃 ― 岩崎  宏 (青森) 

会 計 監 査 佐藤 浩二(福島) 

― 〃 ― 浅利  功 (盛岡) 

支部大会、共済担当者会議終了後、仙台

駅地下「海の台所・波奈」において 2015

支部旗開きを盛大に開催しました。 

原子地本書記長はじめ全交運共済から太

田東日本事業副本部長、伊賀所長、それに？

さんも駆けつけ原さん(二戸)の乾杯の音頭

で試合開始。2 時間飲み放題でモト以上取

ろうとしたのか、酔いが回ったかは定かで

はありませんが鍋をガスコンロに食べさせ

る場面も。今年一年、みんなでガンバロー！ 


